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鈴木論文に示されていますように、これまでの公開講座は、10 講座うち 6 講座のテーマ
が国際関係で、受講者アンケートによる地域のニーズと国際社会学部という専門性の兼ね
合いをとった結果になっています。今後は、生涯学習という視点から、より内容の充実が
求められるでしょう。これに対し、本学では地域児童教育専攻を新設し、心理学を強化し
て心理・人間文化コースとするなど、国際社会学部としての専門性を充実させるとともに、
広がりを持たせてきました。また、幼稚園、保育園、中学校、高等学校を有する共愛学園
の一員として、地域との共生を実践できる人材の育成に取り組んでいます。 
特集では、そのことを示す 2009 年度公開講座の講演記録を収録しました。これは保育園
が前橋市から本学園に移管されたことを記念し、「人間らしさの探求 心理・教育・福祉の
視点から」というテーマで、発達的視点で人間らしさについて問い直す意図から企画され
ました。講演は本学講師の他に、豪華な講師陣をお招きすることができました。そのため
もあって、例年より受講者数が多く、初めて受講する方も多数迎えることができました。 
第一回は東京大学准教授の遠藤利彦先生にお願いし、人間らしさの発達について、感情
や社会性、進化といった興味深い切り口から世界最先端の心理学の知見をご講義いただき
ました。第二回は本学講師の松本で、人間らしさに関わる美しさ・醜さについて、見た目
を気にする人々を手がかりに考えました。第三回には資生堂様のご協力をいただき、人生
全般において、化粧が自分らしさの獲得にどう関わるか、どのように役立てられるかとい
うことについて、講義だけでなく実際のメーキャップのデモンストレーションを取り入れ
て講演いただきました。第四回は本学准教授の後藤で、科学研究費補助金をうけて研究し
ている一部として、大人になること、親になることを手がかりに人間らしさを考えました。 
今後、本学の公開講座が受講者の方々のさらなる学びにつながり、地域貢献として充実
したものになるよう、この特集が少しでも資することを希望します。 
